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ジャパン・ストラテジック・バリュー 
運用報告書(全体版) 

 
第６期（決算日2020年７月27日） 

 
作成対象期間（2019年７月25日～2020年７月27日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年１月13日から2024年７月24日までです。 

運 用 方 針 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主として
わが国の株式に実質的に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。株式への投資にあたっては、わが
国の金融商品取引所に上場（これに準ずるものを含みます。）している株式の中から、資産・利益等に比較して株価が割安と判断され、
今後の株価上昇が期待できる銘柄を厳選し、投資を行うことを基本とします。 

主な投資対象 
ジャパン・ストラテジック・ 

バリュー 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

マザーファンド 主としてわが国の株式とします。 

主な投資制限 
ジャパン・ストラテジック・ 

バリュー 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

２期(2016年７月25日) 9,245 0 △21.0 1,325.36 △20.0 98.5 － 19,763 

３期(2017年７月24日) 11,351 100 23.9 1,621.57 22.3 98.3 － 14,677 

４期(2018年７月24日) 12,374 100 9.9 1,746.86 7.7 98.9 － 7,944 

５期(2019年７月24日) 11,272 50 △ 8.5 1,575.09 △ 9.8 99.1 － 6,324 

６期(2020年７月27日) 10,335 30 △ 8.0 1,576.69 0.1 99.1 － 4,719 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
( T O P I X ) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年７月24日 11,272 － 1,575.09 － 99.1 － 

７月末 11,145 △ 1.1 1,565.14 △ 0.6 98.8 － 

８月末 10,641 △ 5.6 1,511.86 △ 4.0 99.0 － 

９月末 11,445 1.5 1,587.80 0.8 97.9 － 

10月末 12,111 7.4 1,667.01 5.8 98.6 － 

11月末 12,350 9.6 1,699.36 7.9 98.3 － 

12月末 12,580 11.6 1,721.36 9.3 99.3 － 

2020年１月末 12,089 7.2 1,684.44 6.9 99.0 － 

２月末 10,757 △ 4.6 1,510.87 △ 4.1 98.9 － 

３月末 9,561 △15.2 1,403.04 △10.9 97.2 － 

４月末 9,989 △11.4 1,464.03 △ 7.1 97.6 － 

５月末 10,575 △ 6.2 1,563.67 △ 0.7 97.7 － 

６月末 10,401 △ 7.7 1,558.77 △ 1.0 98.8 － 

(期  末)       

2020年７月27日 10,365 △ 8.0 1,576.69 0.1 99.1 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年７月24日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2019年７月24日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 
○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は8.0％の下落 

基準価額は、期首11,272円から期末10,365円（分配金込み）に907円の値下がりとなりました。 
 

①の局面（期首～'19年12月上旬） 

（下落） 米国の10年債利回りが２年債利回りを下回る「逆イールド」現象が発生し、米国の景
気後退への警戒感が高まったこと。 

（上昇） 利下げ局面に入っていた米国につづき、欧州でもECB（欧州中央銀行）が３年半ぶり
に金融緩和の強化に踏み切り、世界的な金融緩和局面に入ったことで投資家心理が改
善したこと。 

（上昇） 米中間での部分合意や追加関税の一部撤回検討などの報道で米中貿易摩擦への懸念が
後退したこと、日本企業の７-９月期決算が前期比減益ながら事前予想の範囲内にとど
まったことで投資家の買い安心感につながったこと。 
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②の局面（'19年12月中旬～'20年３月中旬） 

（下落） ここまでの上昇相場を受けた利益確定の売りや米軍によるイラン軍高官の殺害をめ
ぐって両国の対立が激化するとの懸念が生じたことに加え、１月下旬には中国で発生
した新型コロナウイルスの感染拡大が世界景気に悪影響をもたらすリスクが意識され
たこと。 

（下落） 中国で新型コロナウイルスの感染者数が急増したことに続いて、世界的にも感染が急
拡大したことを受け、WHO（世界保健機関）がパンデミック（世界的な大流行）を表
明したことで、世界的な経済活動の停滞による景気後退への懸念が高まったこと。 

 
③の局面（'20年３月下旬～期末） 

（上昇） 日銀がETF（上場投資信託）の購入目標額を倍増すると発表するなど、各国中央銀行が
金融市場への大規模な下支え策を発表したことで、先行きに対する過度な不安が和ら
いだこと。 

（下落） 東京都の新型コロナウイルスの感染者数急増を受けて、ロックダウン（都市封鎖）に
より国内経済が大きく落ち込むとの見方が広がったこと。 

（上昇） 政府から緊急事態宣言が出されたことで国内感染者数増加に歯止めがかかるとの期待
感が高まったこと、米国の経済活動再開の報道が好感されたこと、国内でも感染者数
が減り緊急事態宣言が解除されたことで経済活動再開による景気回復期待が高まった
こと。 

（下落） 米国で再び感染者数が増加し経済活動再開が一時停止されたこと、国内でも同様に感
染者数の増加がみられたこと。 

 

○投資環境 

今期の株式市場は、米国の景気後退懸念から下落して始まりました。その後、米国・欧州で
相次いで金融緩和局面入りしたことや米中貿易摩擦への懸念が後退したことを受け年末にか
けて株価は上昇しました。 

 
2020年に入ると、中国で新型コロナウイルスの感染者が確認され、その後中国にとどまらず

世界的に感染が急拡大したことによって経済活動停滞による景気後退が懸念されて株価は大
きく下落しました。その後は、主要国による金融・財政政策による景気下支えや都市封鎖など
による感染者数の減少によって一時株価は上昇したものの、経済活動再開後に米国で感染者数
の再拡大がみられることなどから株価は再度下落に転じ、株式市場は通期でほぼ横ばいとなり
ました。 

 
また、日本企業の業績は2019年度17.5％経常減益※となり、米中貿易摩擦の影響や期末にか

けて新型コロナウイルス感染拡大の影響が出たことによって８期ぶりに減益に転じました。
一方で、配当総額は前年比2.3％増※と増加が継続しており、コーポレートガバナンスの改善な
どを背景に企業の株主還元への意識は引き続き改善が続いています。 
（※東証一部全上場企業ベース 出所：野村證券）   
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ジャパン・ストラテジック・バリュー

○当ファンドのポートフォリオ 

［ジャパン・ストラテジック・バリュー］ 

主要投資対象である［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］を期を通じ

て高位に組み入れ、期末の実質株式組入比率は99.1％としました。 

 

［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

原則として高位を維持する運用方針に基づいて、期を通じて概ね90％以上を維持し、期末は

99.2％としました。 

 

・期中の主な動き 

「株価の割安性評価」と「企業の実力評価」を組み合わせて、銘柄発掘に取り組んできまし

た。高い競争力をベースに顧客基盤を拡大させていたり、株主還元強化や企業経営の変化が期

待できる銘柄などを買い付ける一方で、これまで投資成果を上げてきた銘柄や事業環境の変化

によって業績見通しが悪化した銘柄などを売却しました。企業の実力を評価するにあたって

は、企業の財務内容、事業の競争力や成長性などを重視しました。多角化事業の収益貢献や消

費者ローン市場の拡大などのポテンシャルを有するその他金融業、海外での事業展開や事業価

値に対する株価の割安さを評価した機械の比率を引き上げました。一方で、航空機向け部材の

事業環境が悪化した化学、収益環境の悪化で金融セクター内での相対的な魅力度が低下した銀

行業の比率を引き下げました。 

 

＜比率を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①その他金融業（期首0.3％→期末4.4％、時価構成比、以下同じ） 

リース業に加えて生保、不動産、事業投資など多角化した事業の収益貢献や高水準の株主還

元が期待されるオリックス、国内外での消費者ローン市場の中長期的な拡大や株主還元拡大

のポテンシャルを評価したアコムの比率を引き上げ。 

 

②機械（6.7％→8.8％） 

海外での大型農機の事業展開や農機の自動化・電動化などへの取り組みを評価したクボタ、

航空機関連事業への懸念から株価が実態以上に急落し割安度合いが高まったと考えたIHIの

比率を引き上げ。 

 

③鉄鋼（1.3％→3.0％） 

製鉄所の閉鎖や高炉の休止などの事業構造改革への取り組みを評価した日本製鉄、安定的な

電力ビジネスなど事業価値に比べて株価が割安だと評価した神戸製鋼所の比率を引き上げ。 
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＜比率を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①化学（11.3％→9.1％） 

航空機向け部材の事業環境が悪化した住友ベークライト、コロナ治療薬候補とされたアビガ

ンの原料供給の話題から株価が上昇して割安度合いが低下したデンカの比率を引き下げ。 

 

②銀行業（6.3％→4.2％） 

強みであるトレーディング収益の持続性への懸念から金融セクター内での相対的な魅力度

が低下した三井住友フィナンシャルグループ、与信費用の上昇など事業環境の悪化が懸念さ

れる千葉銀行の比率を引き下げ。 

 

③空運業（2.0％→0.2％） 

コロナ禍で旅客需要が急減し、特に国際線について影響の長期化が見込まれる日本航空の比

率を引き下げ。 

 

・期末の状況 

期末の業種構成は市場の平均に対して、 

①不動産業、機械、その他金融業などを多めに 

②情報・通信業、卸売業、食料品などを少なめに 

投資しています。（業種構成は、「株価の割安性評価」と「企業の実力評価」による個別銘柄選

択を基本とした運用の結果であり、業種配分を意図したものではありません。） 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の0.1％の上昇に対し、基準価額は8.0％の下落と

なりました。 

 

（主なプラス要因） 

①親会社による完全子会社化を目指したTOB

（株式公開買い付け）実施の発表によって株

価が上昇した田辺三菱製薬を市場全体に比

べて多めに保有していたこと。 

②スマートフォン向けを中心に電池事業が好

調なTDKを市場全体に比べて多めに保有して

いたこと。 

③本田技研工業による完全子会社化を目指したTOB実施の発表によって株価が上昇したケー

ヒンを市場全体に比べて多めに保有していたこと。 

 

（主なマイナス要因） 

①航空機関連事業の収益見通しが悪化して株価が下落した三菱重工業を市場全体に比べて多

めに保有していたこと。 

②航空機リース、空港運営、ホテルなどの事業について新型コロナウイルス感染拡大の影響が

見込まれるオリックスを市場全体に比べて多めに保有していたこと。 

③株主還元姿勢の後退や不動産市況のピークアウトが懸念された三菱地所を市場全体に比べ

て多めに保有していたこと。 
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◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり30円とさせていただきま

した。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第６期 

2019年７月25日～ 
2020年７月27日 

当期分配金 30  

(対基準価額比率) 0.289％ 

 当期の収益 30  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 2,149  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド］ 

「株価の割安性評価」によって市場が見過ごしている銘柄に着目し、「企業の実力評価」に

よって強い企業を探し出し投資していく方針です。「割安評価」と「実力評価」を組み合わせ

た銘柄選択が長期的な投資成果につながると考えています。 

 

「割安評価」では、企業の収益や資産などと株価を比較した割安指標を使います。 

「実力評価」では、企業アナリストによる個別企業の調査・分析を活用しています。 

企業を取り巻く状況が大きく変動する中で、企業間の業績格差が拡大していくと予想してお

り企業の資産や収益の内容を見極める個別企業調査・分析を重視しています。 
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投資環境としては、新型コロナウイルスの感染拡大による世界的な景気後退を背景に、2020

年度の日本企業の業績は14.1％経常減益※と２期連続の減益となる見通しですが、2021年度は

34.4％経常増益※と再び増益に転じると見込まれています。株式のバリュエーションに目を転

じると、企業が生み出す利益と株価を比較する予想株式益利回りは、2020年度4.8％※、2021年

度6.6％※となっています。新型コロナウイルスの感染状況や主要国政府の政策対応などが企業

業績に与える影響が大きいため注意深くモニタリングしていく必要があるものの、2021年度の

業績回復を前提とすれば株価は十分割安な水準にあると考えています。こうした投資環境認識

のもと、収益力との比較で割安で厳しい経済環境を乗り越えていく力のある企業、保有資産と

の比較で割安であり株主還元が改善する企業、業界再編やリストラへの取り組みによって収益

改善が期待できる企業などに注目しています。 
（※は2020年７月22日現在、東証一部全上場企業 出所：野村證券） 

 

上記の運用方針のもと、ファンドの運用成績向上に努めてまいります。 

 

［ジャパン・ストラテジック・バリュー］ 

当ファンドは引き続き第７期の運用に入ります。 

前述の投資環境認識と投資方針のもと、主要投資対象である［ストラテジック・バリュー・

オープン マザーファンド］の組み入れを高位に維持してまいります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2019年７月25日～2020年７月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 185  1.664  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 90)  (0.804)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 90)  (0.804)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.076   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  8)  (0.076)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 193   1.743    

期中の平均基準価額は、11,137円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年７月25日～2020年７月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 48,957 72,500 835,651 1,432,800 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年７月25日～2020年７月27日) 

 

項 目 
当 期 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 71,994,716千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 50,244,325千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.43   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年７月25日～2020年７月27日) 

 

＜ジャパン・ストラテジック・バリュー＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 29,341 3,441 11.7 42,653 6,498 15.2 

平均保有割合 10.9%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 4,225千円 
うち利害関係人への支払額（B） 513千円 

（B）／（A） 12.1％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2020年７月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 3,922,906 3,136,212 4,713,099 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2020年７月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド 4,713,099 98.6 

コール・ローン等、その他 67,036 1.4 

投資信託財産総額 4,780,135 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2020年７月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,780,135,133   

 コール・ローン等 64,135,364   

 ストラテジック・バリュー・オープン マザーファンド(評価額) 4,713,099,769   

 未収入金 2,900,000   

(B) 負債 60,673,249   

 未払収益分配金 13,699,149   

 未払解約金 6,606,838   

 未払信託報酬 40,286,692   

 未払利息 60   

 その他未払費用 80,510   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,719,461,884   

 元本 4,566,383,264   

 次期繰越損益金 153,078,620   

(D) 受益権総口数 4,566,383,264口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,335円 
 

（注）期首元本額は 5,610,693,903 円、期中追加設定元本額は

203,477,842円、期中一部解約元本額は1,247,788,481円、１口当

たり純資産額は1.0335円です。 
 

○損益の状況 (2019年７月25日～2020年７月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     12,911   

 支払利息 △     12,911   

(B) 有価証券売買損益 △317,171,843   

 売買益 124,364,573   

 売買損 △441,536,416   

(C) 信託報酬等 △ 91,831,598   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △409,016,352   

(E) 前期繰越損益金 203,243,217   

(F) 追加信託差損益金 372,550,904   

 (配当等相当額) (  245,456,437)  

 (売買損益相当額) (  127,094,467)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 166,777,769   

(H) 収益分配金 △ 13,699,149   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 153,078,620   

 追加信託差損益金 372,550,904   

 (配当等相当額) (  246,182,129)  

 (売買損益相当額) (  126,368,775)  

 分配準備積立金 735,547,611   

 繰越損益金 △955,019,895   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2019年７月25日～2020年７月27日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2019年７月25日～ 
2020年７月27日 

a. 配当等収益(経費控除後) 57,518,635円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 246,182,129円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 691,728,125円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 995,428,889円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,179円 

g. 分配金 13,699,149円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 30円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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